
「
事
実
誤
認
」
の

減
員
主
張

財
務
省
の
試
算
は
「
現
在
の

教
育
環
境
を
継
続
」
さ
せ
た
場

合
で
も
、
子
ど
も
の
数
が
減
少

す
る
か
ら
、
10
年
間
で
４
万
９

千
人
の
教
職
員
を
減
ら
せ
る
と

い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
そ
れ

は
、
文
部
科
学
省
で
す
ら
「
誤

解
や
事
実
誤
認
に
基
づ
く
記
述

が
あ
る
」
と
指
摘
し
、
25
ペ
ー

ジ
に
わ
た
る
反
論
を
発
表
す
る

ほ
ど
ず
さ
ん
な
内
容
の
も
の
で

す
。例

え
ば
、
「
平
成
に
入
っ
て

以
降
、
児
童
生
徒
40
人
当
た
り

の
教
職
員
数
は
40
％
増
」
な
ど

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平

成
以
降
に
児
童
生
徒
に
対
す
る

教
職
員
の
割
合
が
増
え
た
の
は
、

教
職
員
の
配
置
基
準
が
多
い
支

援
学
校
・
学
級
に
通
う
子
ど
も

た
ち
が
増
え
た
こ
と
や
、
10
年

前
ま
で
は
計
画
的
に
教
職
員
定

数
を
改
善
す
る
仕
組
み
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
文

科
省
が
反
論
し
た
よ
う
に
、
障

害
児
学
校
・
学
級
を
除
く
公
立

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
40
人
当

た
り
の
教
職
員
は
、
最
近
10
年

間
で
は
わ
ず
か
０
・
04
人
の
増

加
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。

こ
の
10
年
間
で
は
、
発
達
障

害
な
ど
の
た
め
の
「
通
級
学
級
」

の
子
ど
も
が
２
・
３
倍
、
外
国

人
な
ど
日
本
語
指
導
が
必
要
な

子
ど
も
が
１
・
５
倍
に
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
格
差
と
貧

困
の
拡
大
な
ど
で
丁
寧
な
対
応

の
必
要
な
子
ど
も
た
ち
が
増
大

し
て
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
教
職
員
の
削
減
が
続
き
、

現
場
の
困
難
は
増
す
ば
か
り
で

す
。財

務
省
が
「
事
実
誤
認
」
の

試
算
を
前
提
に
教
職
員
定
数
の

水
準
を
現
在
の
ま
ま
に
す
る
こ

と
自
体
が
、
国
の
教
育
条
件
整

備
の
責
任
を
投
げ
捨
て
る
大
問

題
で
す
。
日
本
の
教
員
１
人
当

た
り
の
子
ど
も
の
数
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
諸
国
の
平
均
を
上
回
っ
て
お

り
、
１
ク
ラ
ス
当
た
り
の
子
ど

も
の
人
数
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
を

大
き
く
超
え
て
い
ま
す
。
欧
米

で
は
小
中
学
校
で
は
１
ク
ラ
ス

20
〜
30
人
な
の
に
、
日
本
は
35

人
学
級
さ
え
い
ま
だ
に
完
全
実

施
し
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
の
水

準
は
国
際
的
に
み
て
あ
ま
り
に

低
す
ぎ
ま
す
。

35

人
学
級
の
完
全

実
施
を

子
ど
も
の
状
況
の
変
化
を
考

え
て
も
世
界
の
流
れ
を
み
て
も
、

教
職
員
定
数
を
増
や
す
こ
と
は

最
優
先
課
題
で
す
。
と
こ
ろ
が

安
倍
政
権
は
民
主
党
政
権
時
代

に
国
会
の
全
会
一
致
で
順
次
実

施
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
35

人
学
級
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

幅
広
い
共
同
の
運
動
で
教
職

員
定
数
増
、
35
人
学
級
の
完
全

実
施
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

№２０６１ 泉北教育 ２０１６年１１月２８日 （２）

生活と権利を守るため、講師の方も泉北教組に加入してください。組合費は月千円です。

財
務
省
は
、
２
０
１
７
年
度
の
予
算
編
成
を
前
に
、
公
立
小
中
学
校
の
教
職
員
を
今
後
10
年
間
で

４
万
９
千
人
削
減
で
き
る
と
の
試
算
を
出
し
ま
し
た
。

格
差
と
貧
困
の
拡
大
、
い
じ
め
や
校
内
暴
力
の
深
刻
化
、
発
達
障
害
の
子
ど
も
の
問
題
な
ど
、
教

職
員
は
多
く
の
問
題
を
か
か
え
、
多
忙
化
の
中
で
必
死
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
精
神
疾
患
も
増
え
て

い
ま
す
。
財
務
省
の
試
算
は
教
職
員
の
劣
悪
な
現
状
を
放
置
、
拡
大
す
る
内
容
で
す
。
こ
れ
で
は
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
が
成
長
す
る
た
め
の
教
育
を
保
障
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

11月13日「これでいいのか 大阪の教育～子

どものすこやかな成長を 力をあわせて～」を

テーマに教育シンポジウムが開かれました。

冒頭コーディネーターの山口隆さん（大阪教

文センター）が、次期学習指導要領の問題点と、

大阪では維新政治による教育が子どもを苦しめ

ていることを指摘。２つに共通するのは「人間

不在の教育」であり、これに対抗するのは「は

じめに子どもありきの教育」である。との提起

がありました。

以下シンポジスト発言を紹介します。

公立子ども園保育士
泉佐野市は千代松市政の下、公立の幼稚園、

保育所を統廃合し３園を幼保一体の「子ども園」

に。大規模子ども園となり、異年齢交流が難し

くなっている。また、人数が多すぎて園児全員

の名前と顔が一致せず、適切な対応ができない。

しかしその中でも「待つ、見守る、信じる」を

貫き保育を行っている。こうした保育をしてい

くするために、民主的な話し合いが大事にして

いきたい。

中学校教員
「チャレンジテスト」が生徒を苦しめている。

現場は教員の足りない状況が続いている。習熟

度別の授業では生徒に本当の力はつけられない。

生徒の自主的な学び合いをいかに保障してきた

かその実践例を紹介。

全大阪生活と権利を守る連合会役員
維新政治で大阪市の就学援助制度が改悪。教

育の無償化が世界の流れ。給付型奨学金の早期

実施を。

保護者
共働きで近所に知り合いがなかった。地域の

子ども会への入会が転機となり、結びつきが強

まった。親以外に叱られたり、ほめられたりし、

つながりができた。地域に子どもを育ててもらっ

ていると実感。


